
収入保険との関係（類似制度扱い）
次の部分は類似制度の扱いとなるため、収入保険との重複加入ができません。

家畜共済 ……… 死亡廃用共済における、育成乳牛、育成・肥育牛、肉豚

家畜共済

補償の内容は
次の二つの共済があります。また、両方を加入することもできます。

　・死亡廃用共済 … 家畜が死亡・廃用となった場合に、家畜１頭ごとの資産価値を補償
　・疾病傷害共済 … 家畜が疾病・傷害を負った場合に、診療費を補償

家畜の資産価値

８～ 2割を選択
補償金額（補償対象）

自己負担

資産価値の 8割を上限として共済金を支払います。 初診料を除く診療費を共済金として支払います。

診療費
（補償対象）

初診料
自己負担

〈死亡廃用共済の仕組み〉 〈疾病傷害共済の仕組み〉

概　要
事業の種類 加入資格 資産の評価 選択割合 国庫負担 補償期間

牛または豚
の養畜業を
営む農業者

評価額

（組合が設定する
満月齢での価格）

8～ 2割
（肉豚は 4割）

有

1年間

掛金納入日
の翌日から

申込金額

家畜共済
死亡廃用共済

疾病傷害共済



事務賦課金一覧
共済の種類 賦課金 /あたり

家畜共済
（死亡廃用共済）

搾乳牛、
育成乳牛

一　　　般 30円

補償 1万円

事 故 除 外 15円

繁殖用雌牛、
育成・肥育牛

一　　　般 20円
事 故 除 外 10円

種　　　豚
一　　　般 25円
事 故 除 外 15円

肉　　　豚
一　　　般 30円
事故除外 6号 15円

家畜共済
（疾病傷害共済）

乳　用　牛 800円
補償 1万円肉　用　牛 1,500円

種　　　豚 800円
組合員割 － 100円 組合員 1名

加入の単位は
下表の加入区分ごとに選択、加入ができます。

死亡廃用共済 疾病傷害共済
加入区分 内　容 加入区分

搾乳牛 満 24月齢以上の乳牛の雌
乳用牛

（子牛は選択）育成乳牛 満 24月齢未満の乳牛の雌
（子牛・胎児は選択）

繁殖用雌牛 満 24月齢以上の肉用牛の雌
肉用牛

（子牛は選択）育成・肥育牛 上記以外の牛
（子牛・胎児は選択）

種　豚 出生後第 5月の末日を経過した豚 種　豚

肉　豚 種豚以外の肉豚

※ 搾乳牛は搾乳に供されるもの、また、繁殖用雌牛及び種豚は繁殖に供されるもの、
肉豚は種豚以外の肉豚をさします。

トレーサビリティ
データ及び加入者
個人の台帳の確認
が必要となります。

掛金と共済金の目安は
○死亡廃用共済（補償割合 80％の場合、1頭当たり）

○疾病傷害共済（共済金額 1万円当たり）

搾乳牛
（資産価値 80万円）

育成肥育牛
（資産価値 100万円）

種　豚
（資産価値 8万円）

掛　金 26,000円 6,400円 1,900円

死亡した場合の
共済金 640,000円 800,000円 64,000円

乳用牛 肉用牛 種　豚

掛　金 4,200円 1,900円 1,200円

※掛金のほかに事務賦課金が加算されます。

共済金の支払状況
に応じて、毎年の
掛金が異なります。



危険段階別共済掛金率の設定

　農業者（組合員）ごとの過去の共済金支払い状況に応じて、掛金率を設定する「危険段
階別共済掛金率」を設定しています。
　これにより、被害の少ない（共済金の支払いが少ない）農業者は毎年掛金率が下がり、
被害の多い（共済金の支払いが多い）農業者は掛金率が上がる仕組みになっています。
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被害率の高い
農家の集団

被害率が中程度の
農家の集団

被害率が低い
農家の集団

危険段階別
共済掛金率
（高）

危険段階別
共済掛金率
（中）

危険段階別
共済掛金率
（低）

補償期間は
１年間（掛金の支払いを受けた日の翌日から）

死亡廃用共済

共済価額  ×  補償割合
※共済価額は共済掛金期間中（1年間）に飼養する家畜の資産価値の合計額のことをいいます。
※補償割合は加入時に 8割から 2割（肉豚は 4割）の範囲内で選択した割合です。

疾病傷害共済

病傷共済金支払限度額を超えない範囲内で、農家が選択します。
※ 病傷共済金支払限度額は、期首の資産価値（「頭数× 50万円」が限度）に病傷共済金支払限度率
を乗じて算出します。
　（病傷共済金支払限度率（子牛選択なしの場合）　乳用牛：7.038％、肉用牛：4.463％、種豚 6.830％）

補償金額（共済金額）は
共済金額とは、共済事故による損害が生じた時、組合が支払う共済金の支払限度額です。



死亡廃用共済

（事故家畜の価額  －  残存物）  ×  補償割合  ＝  共済金

※「残存物」は、廃用家畜の肉皮等から得られる収入です。
※ 上の式により算定される共済金の額が純損害額（加入者の損害額）を上回る場合は、純損害額が共済
金として支払われます。

疾病傷害共済

疾病または傷害に要した費用（診療費）  ＝  共済金

診療内容に応じて、農林水産大臣が定める診療点数により算出された額が共済金となります。
なお、初診料は共済金の支払い対象にはなりません。（2020年 1月以降開始する共済責任期間からは、
診療費全体（初診料含む）の 1割が自己負担になります。

支払共済金は


